
巨
細
躰
鰍
備
魍
和
魂
漢
才
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
士
加
藤
仁
卒
著

　
天
満
宮
の
信
仰
は
日
本
思
想
史
上
極
め
て
重
要
な
地
位
を
占
め

て
居
り
其
の
天
憩
の
眞
作
ミ
し
て
一
般
に
信
ぜ
ら
れ
て
居
っ
た
菅

家
遣
誠
、
就
中
其
の
第
二
＋
一
、
二
三
章
の
思
想
、
特
に
和
魂
漢

才
の
論
は
祉
會
の
各
方
面
に
甚
大
な
る
影
響
を
與
へ
た
も
ω
で
あ

る
。
本
書
は
日
本
教
育
思
想
史
の
研
鑓
に
力
を
蓋
さ
れ
て
る
る
著

者
が
其
の
研
究
の
第
一
巻
ξ
し
て
之
を
世
に
公
に
さ
れ
た
も
の
で

菅
家
逡
誠
中
の
和
魂
漢
才
設
に
就
き
之
を
歴
史
的
に
研
究
し
、
慧

誠
の
傷
作
で
あ
り
且
つ
第
二
十
触
、
二
爾
章
の
一
入
で
あ
る
事
に

就
て
古
來
の
學
者
の
論
を
暴
け
て
其
の
経
過
を
槻
察
し
、
進
ん
で

此
の
蓬
誠
の
後
世
に
及
ぼ
せ
る
影
響
等
を
詳
細
に
考
究
し
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

で
あ
る
。
全
編
の
約
三
分
の
嚇
は
昨
年
薄
刃
研
究
誌
上
に
「
菅
家

遽
誠
ざ
そ
の
和
魂
漢
才
説
」
S
題
し
て
嚢
表
さ
れ
た
も
の
を
堰
補

訂
正
し
た
も
の
で
、
他
は
其
後
新
た
に
研
究
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

先
づ
動
乱
章
に
於
て
は
無
恥
の
諸
本
及
び
和
魂
漢
才
碑
に
つ
い
て

研
究
し
、
第
二
堂
で
は
慨
作
さ
れ
た
る
慧
誠
に
嚢
す
る
蹴
入
の
研

　
　
　
第
＋
一
巷
　
紹
　
　
介

究
を
爲
し
、
第
三
章
で
は
そ
れ
ら
の
蹴
入
の
背
景
ミ
し
て
和
魂
思

想
襲
展
の
一
部
を
示
し
、
第
囚
章
で
は
遣
誠
の
後
世
に
及
ぼ
せ
る

影
響
、
第
五
六
七
章
で
は
鍛
入
せ
る
爾
章
特
に
和
魂
漢
才
説
の
影

響
を
論
じ
、
第
八
章
で
は
細
入
後
の
大
和
魂
ミ
和
魂
漢
才
よ
り
和

魂
漢
洋
才
へ
の
一
封
を
観
察
し
、
最
後
の
第
九
章
は
全
編
の
結
論

で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
方
面
よ
り
多
数
の
材
料
を
菟
集
し
、
そ
れ
に

依
っ
て
噸
る
綿
密
な
る
考
謹
を
儒
し
て
あ
っ
て
、
小
西
博
士
が
序

文
に
云
は
れ
て
る
る
や
う
に
「
從
來
の
町
回
的
解
説
が
墨
術
的
に

其
眞
三
相
を
明
か
に
さ
れ
」
て
日
本
教
育
思
想
史
上
貢
献
す
る
ぐ
」

こ
ろ
が
少
く
な
い
。
（
菊
版
三
五
四
頁
、
東
京
培
風
館
嚢
行
、
便

三
、
八
O
）醗

傑
僧
　
醗
　
山

森
田
弥
之
助
著

　
嚢
に
美
術
工
藝
史
上
の
偉
人
本
阿
彌
光
競
の
旧
記
『
光
挽
』
を
著

は
さ
れ
た
著
者
は
尽
，
天
趣
に
佛
歎
史
上
の
偉
人
た
る
卍
山
道
臼
輝

師
の
事
蹟
を
探
究
し
て
之
を
世
に
嚢
表
せ
ら
れ
た
。
騨
師
は
元
藤

の
頃
曹
洞
宗
二
百
年
來
の
弊
風
で
あ
っ
た
宗
嗣
法
の
素
踊
“
4
2
慨
き

之
を
古
糊
に
復
せ
し
め
ん
噛
こ
し
て
老
躯
を
呵
し
て
奔
走
し
、
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
㎜
醗
　
　
　
一
三
・
七
　
（
六
四
触
）



　
　
　
第
十
や
巻
　
　
紹
　
　
　
介

ゆ
る
迫
害
を
事
ざ
も
せ
す
、
，
懸
忽
持
久
遽
に
三
年
三
ヶ
月
の
後
漸

く
夙
志
を
達
し
以
て
宗
門
の
堕
落
を
永
逡
に
匡
救
し
た
教
界
の
一

達
人
で
あ
っ
た
が
、
從
分
母
の
事
蹟
を
傳
へ
る
も
の
は
極
め
て
少

く
、
僅
か
に
洞
上
宗
続
復
古
志
、
霊
山
選
録
巻
末
鷹
峰
和
倫
年
譜

に
載
っ
て
み
る
位
の
も
の
で
其
の
事
蹟
を
系
統
的
に
研
究
し
た
も

の
は
蒙
だ
見
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
是
れ
著
者
が
本
書
を
編
纂

さ
れ
た
所
以
で
あ
る
。
全
編
を
上
下
二
巻
に
分
ち
上
巻
を
序
読
、

江
山
輝
師
の
患
生
・
こ
其
時
代
、
父
母
及
庭
訓
、
師
承
靴
工
業
、
道
交
、

演
法
講
莚
、
住
持
乾
た
り
し
寺
院
、
朋
組
に
推
さ
れ
た
る
寺
院
、
嗣

法
資
、
下
総
を
曹
洞
宗
統
の
革
装
，
宗
弊
革
正
立
動
中
源
光
庵
に

寄
せ
ら
れ
た
る
画
師
の
書
簡
並
に
其
考
察
、
附
、
杉
山
繹
師
書
簡

登
録
並
に
其
考
察
，
外
護
及
駒
落
，
立
師
の
入
物
、
文
藻
及
卍
由

廣
録
、
輝
師
の
筆
蹟
、
示
寂
、
遣
跡
源
光
庵
、
逸
話
の
十
八
章
に

分
ち
て
輝
師
の
事
蹟
を
詳
細
に
叙
蓮
し
、
附
録
ミ
し
て
洞
上
記
難

名
古
志
に
つ
き
て
、
鑑
定
寺
往
訪
録
、
誰
出
會
記
事
が
載
せ
て
あ
り

巻
首
に
は
灘
師
年
譜
及
び
法
系
が
掲
げ
て
あ
る
、
就
中
宗
弊
二
半

騒
動
中
源
光
庵
に
寄
せ
ら
れ
た
る
書
簡
並
に
其
考
察
、
書
簡
小
警

護
に
其
考
察
に
は
書
簡
の
全
文
を
掲
げ
て
一
々
考
謹
を
加
へ
て
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
三
入
　
　
（
山
ハ
圃
【
二
）

っ
て
大
に
仁
者
の
滲
考
ミ
な
る
も
の
で
、
本
書
は
蕾
こ
佛
数
史
家

に
一
こ
つ
て
必
談
の
書
で
あ
る
の
み
な
ら
す
扁
馬
繋
界
の
入
々
に
も

墨
跡
す
る
く
」
こ
ろ
が
多
か
ら
ら
．
。
（
回
転
三
三
四
頁
、
京
都
鷹
峰
源

光
庵
内
卍
悉
無
群
行
、
償
一
『
五
〇
）
〔
以
上
松
野
〕

駒
…
連
如
上
入
傳
の
研
究

佐
々
木
芳
雄
著

　
蓮
如
上
人
は
輩
な
る
眞
宗
中
興
の
租
に
止
ら
な
い
で
、
我
が
室

町
時
代
に
雄
飛
し
売
宗
教
的
偉
入
で
あ
り
、
國
史
上
の
大
立
物
で

も
あ
る
。
随
て
其
超
俗
二
方
而
に
於
け
る
活
躍
の
考
察
は
興
趣
深

い
も
の
が
あ
る
。
著
者
は
如
く
し
て
夙
に
綿
入
傅
の
研
究
に
志
し

從
來
公
に
せ
ら
れ
た
傳
記
類
や
先
榮
諸
氏
の
研
究
論
文
を
讃
破

し
、
夏
に
諸
國
の
行
蹟
を
遍
歴
す
る
事
多
年
、
一
々
出
糠
を
訂
し

乍
ら
世
間
未
知
の
新
史
實
を
採
訪
し
て
著
は
さ
れ
た
の
が
即
ち
水

書
で
あ
る
。
前
後
興
趣
に
分
ち
前
編
に
は
上
人
の
一
生
ミ
し
て
、

生
立
ち
修
墨
型
化
、
、
由
科
本
願
寺
再
興
、
諸
國
門
徒
ε
坊
舎
の
創

立
、
大
阪
坊
舎
の
拠
建
及
び
入
寂
等
、
後
編
に
は
上
人
の
事
蹟
中

目
星
し
い
も
の
を
選
ん
で
御
文
の
撰
蓮
、
教
團
の
膨
脹
ε
其
統
制

子
女
及
び
門
弟
、
一
向
一
揆
ミ
上
入
の
四
章
を
牧
め
て
み
る
。
就


